オリエルについて
オリエルは、
①リコーダー曲を集めたオリエル・ライブラリー（ＯＬ）と、
②ガンバと歌のためのオリエル・コレクション（ＯＣ）
の２つのシリーズからなっています。幾つかの曲は両方のシリーズに入っており、楽器の特性に合わせた譜面になっています。

オリエルはイギリスのリコーダー愛好家の団体ＳＲＰ(Society of Recorder Players) の会長を長年務めたロンドンのテオ・ワイアットが１９８３年に始めたもので、９５年に娘のキャシー・ガスケルに引き継がれました。当初から低廉な価格でリコーダー曲を提供してきました。その後、ガンバ奏者と合唱を楽しむ人にも同じ考えで低廉な楽譜を提供しようとオリエル・コレクションが追加されました。

2004/05年版のカタログではＯＬに９つのタイトルが追加になりました。新　と表示をしてあります。

なお、幾つかのタイトルをまとめたため欠番があります。
楽譜はＡ４のパート譜とＢ５の総譜からなります。楽譜は直接英国から送られ、船便で６週間程度見て下さい。航空便扱いは３０％増しです。

注文方法
・注文内容（楽譜の番号と、部数、代金）と送付先の住所・氏名（ふりがなをお忘れなく）をメールでお送り下さい。メール先は　masaomi.yanagisawa@nifty.ne.jp　です。
・代金はみずほ銀行八重洲口支店普通1547953柳沢正臣に振込んで下さい。
・表示価格には船便送料を含みます。航空便は表示価格に３0％付加して下さい（１０円未満切捨て）。
オリエル・ライブラリー
リコーダーのための音楽




円
No
作曲者
曲名
編成
価格
------------------------------------------------------------------------------------------

	３重奏


OL139
Ｊ・Ｓ・バッハ
平均律第２集からプレリュードⅩⅩⅡとフーガⅩⅣ
ＳＡＢ
600

平均律クラヴィーア曲集第２巻から。プレリュードは快活、フーガは厳粛。どちらも大変満足すべき結果が得られる。
OL185
Ｊ・Ｓ・バッハ
平均律第１巻からプレリュードⅩⅩⅣとフーガⅡ
ＳＡＢ
300

素晴らしいオスティナート・バスのプレリュードと、魅力的で動きのあるフーガ。
OL109
Ｗ・Ｆ・バッハ
２つのフゲッタ
ＳＡＴ
280

愛らしい小フーガ２つ。１番目は速く２番目はゆっくり。半音階的と感傷的なものと。
OL204
ベートーヴェン
ラ・シ・ダレム変奏曲
ＳＡＴ
580

オーボエ２つとコール・アングレのトリオから。ベートーヴェンの中では商業主義的な作品ながら機知に富み楽しい。２つの変奏は難度が高いが、それを除いてもまだ楽しめる。
OL157
イースト
５つのファンシー
ＳＡＡ／ＡＡＴ
520

「第５作品集」から採った、難しからずしてなお美しい小品。ＳＳＡの楽譜を用いてＴＴＢで奏するのがベストだが、バスのない編成用にＡＡＴに移調したものを付す。
OL193
イースト
６つのファンシー続
ＳＡＡ／ＡＡＴ
440
人気のOL157に追加した６曲
OL220
フェヴィンとレムリン　４つのトリオ
ＡＴＢ／ＳＡＴ／ＴＴＢ
600
アントワーヌ・ド・フェヴィン（1474-1512）が声楽曲をもとに作曲した器楽曲３つと、ロレンツ・レムリン（16世紀初頭）の小曲Deus adiuva me。
OL110
ギボンズ
４つのファンタジア
ＳＳＴ／ＡＡＢ
760

有名な９つの作品から。ショットから他の３つが出版されている。原曲はＳＳＴだが可能ならＡＡＢを推奨。
OL220
レムリン
フェヴィン参照
OL181
ダ・ミラノ
１０のファンタジア
ＡＴＢ
980

ここに採られたリズミカルな曲は、１６世紀のリュート作曲者の手になるもので、リュートのタブラチュアから現代譜に直されたもの。旋律楽器で演奏しても美しく響く。
OL236
メイヨーヌ
４つのリチェルカーレ
ＳＡＴ/ＡＴＢ
760
ラ・スパーニャの旋律に基づくリチェルカーレが２つあり、ぞくぞくするような感覚があるが、いいテンポで演奏するにはある程度の技量がいる。
新　OL241
モリナーロ
４つのファンタジア
ＡＴＢ
520
リュート・タブラチュアをリコーダー用に書き換えたもの。３声の対位法を意識して書かれたものが、リュート以外でも演奏できるようになった。
OL151
ムーア
組曲ト調
ＳＡＴ
580

ショットで絶版になった曲。今世紀のリコーダー・コンソートの名曲ゆえに再版する。ネオ・バロック・スタイルの５つの小品からなり手応え十分。難しいところもあるがアマチュア上級者なら演奏可能。
OL127
モーツァルト
ディベルティメント
ＳＡＴ
1,420

モーツァルトがアマチュアのバセット・ホルン奏者のために作曲したもの。リコーダーに馴染む美しい曲。今まで３分冊（旧ＯＬ１１８、１３４、１６６）であったのをコンピュータ製版の一冊にまとめてあり、お買い得。
OL221
ウィルビー
４つのマドリガル
ＳＳＴ／ＡＡＢ
900

ウィルビーの１６０９年の「マドリガル第2集」から4曲。新鮮な響きが魅力。
OL225
ウィルビー
４つのマドリガル続
ＳＡＴ／ＡＴＢ
920
「マドリガル第2集」の残り4曲。ＯＬ２２１と編成がやや違う。原調と移調版の両方を付す。
	４重奏


OL122
作曲者不詳
１４のエリザベス朝ダンス
ＳＡＴＢ
760

ラムリー・ブックから採った易しく魅力的な舞曲。
OL103
Ｊ・Ｓ・バッハ
コントラプンクトとフーガ
ＳＡＴＢ
1,300

「平均律」と「フーガの技法」から。コントラプンクトⅥはオリエル・ライブラリーの中でも名品。さほど難しくなく極めて満足。Ⅸはスピードと滑らかさを要す。旧ＯＬ１０１、１２１、１３１を一冊にまとめコンピュータ製版としたもの。
OL108
Ｊ・Ｓ・バッハ
６つのコラール
ＳＳＡＴ
340

極めて易しい。ダブル・ベースを加えると響きが豊かになる。
OL126
Ｊ・Ｓ・バッハ
平均律第２集から前奏曲とフーガⅩⅥ
ＳＡＴＢ
740



平均律第１集からフーガⅩⅣ
16番の前奏曲とフーガは同一の調性。気の弱い向きには勧められない。素晴らしくやり甲斐のある曲。
OL105
Ｊ・Ｓ・バッハ
１２のコラール前奏曲
ＳＡＴＢ
740
オルガン小曲集の１２の名曲。ソプラノは簡単だが他の３声部は興趣に富む。
OL146
Ｊ・Ｓ・バッハ
２つのフーガ
ＳＡＴＢ
760

BWV550のオルガンフーガ。十分な練習で驚くほどの結果が得られる。最初の曲の始まりはバッハが「フーガの技法」終結部に使うつもりであったもの。
OL178
Ｊ・Ｓ・バッハ
フーガハ短調BWV537、
ＳＡＴＢ
600



平均律第2集からフーガⅩⅩⅢ
２つの堂々たる大フーガ。誰でも演奏する価値がある、ただしＡ♭の指を忘れずに。
OL187
J・S・バッハ
Fare Thee Well
SSAT & ＡＡＴＢ
580



カンツォーナ
ＡＴＴＢ
モテット「イエスは我が喜び」からのFare Thee Welの美しいコラール旋律を、バス付きとバスなしで変奏する。カンツォーナは初期オルガン作品をリコーダー用に編曲したもの。
OL208
ビール
２つのビクトリア朝マドリガル
ＡＴＴＢ
420

１８２０年代、正確にはジョージ王の時代の作品で、本物のマドリガルとはやや違うといえばそのとおり。しかし良くできていて、勿体ぶらず、チャーミング。それに何より易しい。
OL202
ボイス
ガボット
ＳＡＴＢ
360


コレルリ
アレグロ
ＳＳＡＢ
前者は交響曲第４番、後者は合奏協奏曲作品６の２から。良く知られた曲で明快。
OL198
ブル
３つのファンタジア
ＡＡＴＢ
560

ドレミファソラによるファンタジア第1番と第2番。第1番は始めから終わりまでリズムと半音階的な面白さが続く。
OL107
バード
カルマンの笛・ウィロビー卿の帰館
ＡＡＴＢ
460

原曲はヴァージナル曲。「セレンジャー・ラウンド」より易しい、ベスト・セラー。
OL114
バード
３つのファンタジア
ＡＴＴＢ
600

ポール・クラークが１番上の声部を再現。いずれも素晴らしいファンタジア。
OL219
カトー／パラディソ　２つのファンタジア
ＡＡ／ＴＴＢ
360

ディオメデス・カトーのファンタジアは半音階の昇降のテーマに基づく。リナルド・パラディソの方は演奏者を大きな流れに引き込む力のある曲。共に16世紀中期から後期の好例。
OL147
チャレンジャー
春の踊り
ＳＡＴＢ
400

ＳＲＰ５０周年記念式典のために書かれそこで初演された曲。
OL164
チャールトン
空想の花束
ＳＡＴＢ
720

１９９０年イプスウィッチで開催されたＳＲＰ大会のための委嘱作品。英国１６世紀の４曲を自由にアレンジ。親しみやすく流れるような曲。
OL201
チルコット
ジーグ
ＳＡＴＢ
380

どのパートも面白い軽快なジーグ。チルコットはヘンデルと同時代のバース修道院のオルガニスト。
OL202
コレルリ
ボイス参照
OL172
エヴリィ
２つの生け花
ＳＡＴＢ
440

作曲家不詳の忘れがたい２曲、「水仙」と「野ばらに」をそれぞれＥ・ネヴィン、Ｅ・マクドウェルが編曲。
OL218
フェラボスコⅡ
3つのファンタジア
ＳＡＴＢ
580

エリザベス朝からジャコビアンの時代の英国音楽の本流であるこれらのファンタジアは、中級者でも演奏可能だが、それでいて楽しさが横溢している。
OL207
フランク
コラール
ＳＡＴＢ
420


ウィドール
アンダンテ・カンタービレ
ＳＡＴＢ
ピアノのための「前奏曲、コラールとフーガ」から採ったセザール・フランクの曲は１９世紀的な甘美な和声。オルガン交響曲第４番から採られたウィドールの美しい旋律は、様々に変化する伴奏に支えられる。どちらも難しい曲ではない。
OL217
ガブリエリ
４つのカンツォン
Ａ（Ｓ）Ａ（Ｔ）ＴＢ
680

ベネツィアのカンツォーナの第一人者ジョバンニ・ガブリエリの典型例。他の楽器を加えると大きな効果あり。
OL199ドイツ楽派
４つのグリー
ＳＳＡＴ／ＳＳＴＢ／ＳＡＴＢ／ＡＴＴＢ
920

小曲だが良く出来た曲。歌詞があって歌うのにも適しており、満足できる。
OL136
ヘンデル
コンチェルト
ＳＡＴＢ
760

Ｄ・Ｇ・ムレー編曲による作品６の３の合奏協奏曲の５楽章のうちの４つ。
新　OL243
ヘンデル
２つの交響曲的フーガ
SＡＴＢ
360
カナダでリコーダーを楽しむロバート・テネントが、ヘンデルのコンチェルト・グロッソから快活なアレグロを２曲編曲して、オリエルに送ってくれたもの。
OL106
ハウスマン
２つのフーガ
ＳＡＴＢ
400

バッハより１世紀前のフーガ２つ。
OL130
ハイドン
ディベルティメント作品１の２
ＳＡＴＢ
820

ハイドンの弦楽四重奏論から４つの楽章。魅力的で原曲の香りを失わぬ。やや難しい。
OL152
ハイドン
２つのフーガ
ＳＡＴＢ
980

弦楽四重奏作品２０から２つの終楽章。たっぷりとしたフーガは、あふれんばかりの熱気と才知とでバッハも顔色なし。
OL189
ハイドン
弦楽４重奏曲作品５５第１番から最終楽章
ＳＡＴＢ
360

ハイドンの円熟期の弦楽４重奏曲から。精神の昂揚と対位法が渾然となった曲。淀みなく演奏することが求められる。
OL229
ハイドン
弦楽４重奏曲作品４２
ＳＡＴＢ
740

作品４２の全曲。他の作品よりも平易だが、リコーダーでハイドンに入るには格好の曲。演奏して楽しい。
OL120
ヒリング
フォックストロットと祝典ラグ
ＳＡＴＢ
680

アルバート・ホールの学生プロムで演奏されたもの。難易度は中。ベスト・セラー。
OL211
ヒリング
公園のブランコ
ＳＡＴＢ
280

ＯＬ１２０と同じスタイルの覚えやすいラグタイム。ＯＬ１２０よりやや易しい。
OL228
ヒリング
サンブル・サンバ
ＳＡＴＢ
520

２０００年リコーダー・フェスティバル用にＳＲＰノーフォーク支部から委嘱された作品。彼の作品はどれも人気があるが、これも素晴らしい。
OL190
ロック
コンソート組曲第３番、第４番
ＳＡＴＢ
680

17世紀中葉の２つの組曲。規模の大きなファンタジアと短いクーラント、エア、サラバンドからなる。
OL194
ロック
コンソート組曲第１番、第５番
ＳＡＴＢ
680

ＯＬ１９０と同じくロックの組曲からもう２曲。少し難しいが面白さと変化を楽しめる。
OL111
メイ編曲
Harmonium Voluntaries
ＳＡＴＢ
400

6曲の易しい曲からなる。メンデルスゾーンのような感じがある。
OL180
メンデルスゾーン   弦楽四重奏変ホ長調
ＳＡＴＢ
580

大変な掘り出し物。２２４小節に及ぶフーガが１４歳の時に書かれている。リコーダーによくマッチ。
OL119
モズリー
四季変奏曲
ＳＡＴＢ
980

軽やかに流れ機知に富んでいる。中級者向けの、クリスマスにぴったりの曲。
OL148
モズリー
Pasodoble
ＳＡＴＢ
520

ＯＬ１１９と同様にうまく書かれている。演奏して快い。
OL206
モーツァルト
フーガＫ４０１
ＳＡＴＢ
440

ピアノ２重奏をＤ・Ｇ・ムレーが編曲。堂々としたフーガだが演奏しやすい。

OL227
パレストリーナ
Sicut cervus
ＳＡＴＢ
480

晩年の傑作、リコーダーによくマッチ。
OL154
パレストリーナ
２つのリチェルカーレ
ＳＡＴＢ
380

OL156
パレストリーナ
２つのリチェルカーレ続
ＳＡＡＴ／ＡＴＴＢ
620

第８教会旋法による８曲の中から。極めて純粋かつ澄明な天使の音楽。
OL219
パラディソ
カトー参照
OL238
ファレーゼ
ダンスリー第一曲集　第１巻
ＳＡＴＢ
1,140
新　OL245
ファレーゼ
ダンスリー第一曲集　第２巻
ＳＡＴＢ
1,760
新　OL246
ファレーゼ
ダンスリー第一曲集　第３巻
ＳＡＴＢ
1,680
１５７１年ベルギーのルーヴァンで出版された曲集で全部で１０９曲からなる。このダンス曲集の中には魅力的な曲がいくつもあり、どれも比較的易しい。 

OL102
パーセル
６つのファンタジア（Ｎｏ４，６，７，８，１０，１１）
ＳＡＴＢ
1,340

ベートーヴェンの後期弦楽四重奏に例えるのは誇張にしても、２１歳の時に書かれたこれらの骨太の曲は、疑いなくパーセルの天賦の才を示しており、使い捨ての曲ではない。難しいところがいくつかある。
OL174
パーセル
ディオクレティアヌスの劇附随音楽
ＳＡＴＢ
360

パーセルの天性の資質は、このような小品にさえ明らか。いずれのパートをとっても退屈するところはない。
OL216
シャイト
2つのパドゥアン
ＳＡＴＢ
360

オリエルの一同が好きな作曲家。いくつか気をつける所があるが、それを乗り越える甲斐のある曲。
新　OL244
センフル
モテト: Ecce quam bonum
ＡＴＴＢ
800
初期ルネサンスの珠玉。このモテットを教えてくれたフィリップ・ソービーに感謝。
OL234
シルコックス
ウェスト・カントリー組曲
ＳＡＴＢ
440
２００１年バースで開かれたＳＲＰのフェスティバルのためＳＲＰブリストル・バース支部が委嘱して、アイリーン・シルコックが昔からの旋律を編曲したもの。演奏し終わってもずっとメロディーをハミングし続けていることでしょう。
OL149
トンプソン
記念ワルツ
ＳＡＴＢ
420

これもＳＲＰの５０周年記念に作られた曲。どのパートのどこも面白い。ワルツがつまらなくなるあの単調なリズムは一切なし。
OL212
トンプソン
前奏曲とロンド
ＳＡＴＢ
400

ＯＬ１４９，１６２と同じトンプソンによる調べの美しい２曲。
OL192
ヴェルデロット
2つのモテット
ＳＴＴＢ／ＳＡＴＢ
840

‘Gabriel Archangelus apparuit’　と‘Beata es, vigo Maria’　の2曲は16世紀のモテットの中で比較的大きなものである。全て歌詞がついている。
OL207
ウィドール
フランク参照
	５重奏


OL203
バード
プレルーディウム
ＳＡＡＴＢ
600

「プレルーディウムとグラウンド」ともいわれる。やりがいのある大曲で複雑。最後まで何となく演奏すれば良いという向きの人には勧められない。
OL226
バード／作曲者不詳



３つの子守唄
ＳＡ(Ａ/T)ＴＢ
640

第２声部に歌を加えると更によくなる。バードのものはクリスマス曲、作曲者不祥の曲はエリザベス朝の劇によったものと考えられ、その第２曲目は旧約聖書に題材を採ったもの。
OL235
バード
森を歩きに行きませんか
ＳＡＴＴＢ
580


私の愛する人よ
フィッツウィリアム・バージナル曲集の鍵盤曲をデニス・ブラッドワースが編曲したもので、エリザベス朝時代の英国で流行した曲が元になっている。「私の愛する人よ」はシェークスピアの詩によっており、時代を超えた美しさがある。
OL138
チャレンジャー
バラード・ブルース・リフ
ＳＡＡＴＢ
980

ジャズ的で非常に面白く楽しい。バラードとリフは速く、関節炎のある人には向かないが、大変美しい。
OL171
チャレンジャー
３つの小品
ＳＳ(A)ＡＴＢ
920

新鮮な響き。技術的に難しいところはないが、集中力と音楽性が試される。
OL215
クラーク
ボニー・タインサイド組曲
ＳＡＡＴＢ
740

北ウンブリアの民謡をもとに、１９９６年のＳＲＰ全国大会用にポール・クラークが作曲した組曲。
OL173
コプラリオ、ジョンソン   ８つの仮面舞踏
ＳＳＡＴＢ
680

スチュアート朝の生き生きとした舞曲。豊かな響きで、アンサンブルの力量が試される。
OL175
デリング、オケオーバー   ２つのファンタジー
ＳＳＡＴＢ
460

ファンタジーはジャコビアン・コンソートのなかでも人気のあった分野で、この2曲はその好例である。
OL116
イースト
Amavi & Triumphavi
ＳＳＡＴＢ
920

OL124
イースト
Penitet & Vixi
ＳＳＡＴＢ
780

OL183
イースト
Peccavi & Vidi
ＳＳＡＴＢ
680

イーストの作った密度の濃い野心的な８つのファンタジーのうち、オリエルには計6曲が収録されたことになる。なおDesperaviはショットから出版されてる。
OL209
ジェミニアーニ
合奏協奏曲作品３の４
ＳＡＴＴＢ
900

持ち味の異なる４楽章からなる大曲。演奏者が多ければソロとトゥッティに分けて楽しめる。
新　OL242
ギボンズ
３つのマドリガル
SＡＴＴＢ
480
シルバー・スワン、ああ愛しの心よ、われらが生命とは、の３つのマドリガル。これほど見事に音楽と詞とが一体となっているものは、あらゆる音楽の中でも少ない。
OL159
ホークス
組曲
ＳＡＴＴＢ
1,260

現代的だが難解ではない５楽章。楽しめて陳腐に堕さぬというのが作曲者の弁。適度に難しい。
OL233
ハイドン
野外パーティー
ＳＡＴＢＢ
440
１７６０年頃ハイドンが作曲した喜遊曲の一つで、２本のバスを生かしてある。オリエルの曲集の新曲の中でも特にお勧め。
OL125
ホルボーン
５つのパバーヌと６つのガリアルド
ＳＡＴＴＢ
1,000

低音域の魅力的なパバーヌ４つ。トップは１オクターブ上げたアルトの演奏が良い。ガリアルドはロンドン・プロ・ムジカ版（ＡＨ１）以外では入手不可。
OL173
ジョンソン
コペラリオ参照
OL222
ジョプリン
マグティック・ラグ
ＳＡＡＴＢ
580

ラグの盛んだった時代の終わりを飾る傑作。ベストセラー間違いなし。
OL184
モーツァルト
キリエ・エレイソン
ＡＡＡＡＡ（Ｔ）
400

原曲は修道女のために書かれたソプラノ５声の合唱曲。完全なカノン形式で続くユニークな曲。
OL210
マンディー／ホワイト   ２つのエリザベス朝ファンシー
ＡＴＴＢ（Ｔ）Ｂ
580

ウィリアム・マンディーの「母なるマンディー」とロバート・ホワイトの「歌曲」。共に美しく豊かな響きのコンソート曲。
OL117
ニコルソン
３つのコンソート
ＳＳＡＴＢ
460

「かっこう」を含むコンソート曲。
OL175
オケオーバー
デリング参照
OL133
パーソンズ
宮廷・
ＳＳＡＴＢ
980



インノミネ・
ＳＡＴＴＢ


トランペット
ＡＡＴＴＢＢ
初期のバードのファンタジア（ＯＬ１１２）と違い力強く朗々とした音楽。ぞくぞくする感じをもとめるなら、トランペットで各パートにオクターブ上下の楽器を加えるとよい。
OL170
ポイエル
２つのカンツォン
ＳＳＡＴＢ
520

パウル・ポイエルの単純な４声の舞曲集は有名だが、この野心的で充実した５声の曲は、これまで殆ど知られていなかった。
OL158
シャイト
２つのカンツォン：
ＳＡＴＴＢ
1,160



Aechiopica　とO Nachbar Roland
ＳＳＡＴＢ
OL163
シャイト
カンツォン：Bergamasca
ＳＳＡＴＢ
560

３つの極めて充実した器楽曲。アマチュアにも手が届くが、どの声部も内容がある。
OL145
シュメルツァー
ソナタ
ＳＳＡＴＢ
400

リコーダーを演奏する人なら誰もが知っている７声のソナタを書いたシュメルツァーの曲。本来は弦のためのものだが、リコーダーに良く合う。
OL237
スーザ
剣闘士
ＳＡＴＴＢ
760


King Cotton
Ｓ（Ａ+Ｓｏ）ＴＴＢ
ＯＬ１７６が好評であったため、クリス・メイの編曲でスーザのマーチをもう２曲追加。楽しめること間違いなし。

OL176
スーザ、タイケ
２つのマーチ
ＳＡＡ(Ｔ)TＢ
760

有名な、めざましい２つのマーチ。演奏して満足感あり。
OL169
ストロジャース
イン・ノミネ
ＳＡＡＴＢ
720


タイ
イン・ノミネ・トラスト
変わったもの、リズムの変化を求める人向き。下の４声が4/4を刻むときに、最上声は5/4で流れる。小節線つき譜面と、１６世紀風を楽しむ小節線なしの譜面と、２つを用意。
OL168
サリヴァン
序曲「軍艦ピノフォール」
(S+T) (A+So) ＴＢＢ
920

クリス・メイが愉快な原曲を巧みに編曲。ソプラニーノは機敏でないといけないが、そのほかのパートは簡単。
OL179
サリヴァン
ギルバート・サリヴァン・オペラから６つの舞曲
ＳＡＴＴ(Ｂ)Ｂ
840

易しい伴奏にのった大変に魅力的な旋律。終曲に好適。
OL200
サリヴァン
「忍耐」序曲
ＳＡＴＴＢ
760


ヴェルディ
「ラ・トラヴィアータ」序曲
お馴染みの曲を、クリス・メイがいつものように高い水準で編曲。演奏するもの皆が楽しめる。サリヴァンの曲は一番上をソプラニーノにしても良い。
OL144
タリス外
５つのチューダー朝コンソート
ＳＡＴＴＢ
1,040

タリス：Solfing Song, ウッドコック:Hackney,ジョンソン:Knell,の外にパースリーとマンディーの曲を含む。
OL176
タイケ
スーザ参照

OL162
トンプソン
ラテン・アメリカ組曲
ＳＡＡＴＢ
1,360

かつてＯＬ１０５で出ていた人気のタンゴに、カリンボとフィエスタを加える。明快なリズムの饗宴。
新　OL247
トンプソン
ラテン・アメリカ組曲　Ⅱ
ＳＡＡＴＢ
1,260
デイビッド・トンプソンの最初のラテンアメリカ組曲はオリエルでも非常に人気が高い。幸い彼から第２集の申し出があり、これを加えることができた。作曲者の説明では「ダンス音楽の組曲ではなく、ポピュラーなダンスのリズムを用いた音楽を集めたもの」である。
OL169
タイ
ストロジャース参照
OL177
タイ
Crye,
ＳＳ(Ａ)ＴＴＢ
480



O Lux beata Trinitas,



Farewell my good 1 forever

Cryeと Ｆａｒｅｗｅｌｌ は、イン・ノミネから。Ｃｒｙｅは街の呼び売りを模したもので、１６分音符の繰り返しに特徴があり刺激的。後のギボンズやデリングにも同じリズムの作品がある。
OL197
ヴェルデロット
マドリガルとモテット
ＳＡＴＢＢ／ＳＡ（Ａ／Ｔ）（Ａ／Ｔ）Ｂ
920

お馴染みの曲を、クリス・メイがいつものように高い水準で編曲。演奏するもの皆が楽しめる。サリヴァンの曲は一番上をソプラニーノにしても良い。
OL200
ヴェルディ
サリバン参照
OL223
ヴィットリア
２つのマリア聖務日課聖歌集
ＳＡ（Ｔ）Ａ（Ａ）ＴＢ
900

ルネサンス・ポリフォニーの大家ヴィットリアの音楽は人の心に強く訴える力を持っており、ここに採りあげる２曲はその好例である。
OL195
ウィールクス
３つのマドリガル
ＳＡＡＴＢ
440

このうちの２つのマドリガルは、「音楽を、病める人の宝石よ」の旋律を含む繊細な情感の音楽だが、最初の曲はファララで終え、次の曲も明るい希望をもって終わる。
OL210
ホワイト
マンディー参照
	６重奏


OL142
作曲者不詳
イン・ノミネ
ＳＳＡＴＴＢ
360

これより刺激的なリズムのイン・ノミネがあれば代金はお返しします。
OL129
Ｊ・Ｓ・バッハ
キリエ（ロ短調ミサ）・
ＳＳＡＡＴＢ
680


パレストリーナ
Litaniae de Beata Virgine Maria
ＳＡＴＴＴＢ
バッハ：大曲冒頭の合唱曲の一部に過ぎないが、感動はリコーダーによってもなお余りある。パレストリーナ：易しい音と微妙なリズム。
OL112
バード
６声のファンタジー＋
ＳＡＡＴＢＢ
660



パバーヌとガリアルド
ＡＡＡＴＢＢ
単純で朗々とした初期のファンタジーで、フェイバーが出版している２曲とは全く違うもの。裏面にパバーヌとガリアルドを収める。
OL191
クレメンツ
O　Ｍａｇｎｕｍ　Mysterium　
ＳＳＡＡＴＢ
920



Ｄｏｍｉｎｅ　ａｕｄｉｖｉ　auditum　tuun

16世紀フレミッシュの作曲家の２部からなるクリスマス・モテットで、各部の終わりに喜ばしいコーラスが入る。各声部１本でも何本かを重ねても良い。
OL230
ガブリエリ
４つのマドリガル
ＳＳＡＴＴＢ
1,080

知られざる作曲家の傑作。編曲をせずそのままリコーダーで演奏可能。
OL205
ギボンズ
６つの６声のファンタジア
Ｓ－Ｂ
1,620

元はＯＬ１１３，１２８，１４１，２１４に分かれていた傑作を一つに纏め、コンピュータ製版にしたもの。最初の３曲は声楽曲を移調したものだがリコーダーにマッチ。第４番と５番は元来ヴィオール曲として書かれたものである。
OL115
ギボンズ
窓からお逃げ
ＳＳＡＴＢＢ
640

長大でやり甲斐のある変奏曲。
OL188
ギボンズ、ウィールクス     ダビデの子供に栄えあれ
６声  Ｓ（Ａ）－Ｂ
440

短いアンセム2曲。音域が低めなのでトップはソプラノでもアルトでも演奏可能。
OL104
グノー
小交響曲（全曲）
ＳＡＡＴＴＢ
1,520
美しい旋律に富む楽しい音楽。１９世紀に書かれた管楽器の曲を演奏することができる。３分冊であったのを一冊にまとめ、新しくコンピュータ製版としたもので、お買い得。
OL182
ハスラー
“Der Lustgarten”からの舞曲
ＳＳＡＡ（Ｔ）ＴＢ
840

１１曲のイントラーダ、パヴァーヌ、ガリアルド。簡単だがリズミカル。
OL231
ラッスス
３つのモテット
ＳＡＡＴＴＢ
1,160
Heroum soboles、Si qua tibi obtulerint、それにFremuit spiritus Iesu / Videns Dominusの３曲。最後の曲はラザロの甦りの歌詞によっている。ラッススはオリエルでは長いこと採り上げていなかったが、巧みに書かれた彼の音楽には、とても感動的なものがある。

OL213
モーツァルト
ディベルティメント第11番
ＳｏＳＡＡＴＢ 
2,920

６つの楽章からなり、本来はオーボエ、２つのホルンと弦楽のためのニ長調の曲をハ長調に移調。モーツァルト20歳の1776年に姉のナンネルの聖名祝日を祝うのに書かれたとされる、美しい曲。
OL133
パーソンズ
トランペット（５重奏参照）
OL123
Ｊ・シュトラウス
ペルシャ・マーチ／Sangerlust Polka
ＳＳＡＡＴＢ
560

リコーダーを真面目に考える人向きではない。
OL167
トムキンズ
神聖な音楽
ＳＳＡＴＴＢ
680


ウィルビー
甘き夜の誘い
ＳＳＡＡＴＢ
魅惑的なマドリガル２曲。最高音でもＦと低めの音域で、リコーダーを美しく響かせるのは難しいことではない。

	７，８，１０重奏


OL196
ブラミエリ
カンツォン　La Foccara
2 x SSAT
1,000


ジョバンニ・ガブリエリ
カンツォン　２８
又は2 x ATBGB

通常の楽器編成でも、１オクターブ低い編成でも良いが、楽器と演奏者が揃うなら１オクターブ下の楽器を主体に両方を重ねると満足すべき結果が得られる。究極の贅沢はそれに弦楽器を重ねることで、弦のための楽譜も添えてある。
新　OL240
アンドレア・ガブリエリ　Aria della Battaglia
ＳＳＡＡＴＴＢＢ
1,840

クレマン・ジャヌカンの、有名な４声のシャンソンLa Guerreに基づいて作曲され、２部からなる大規模な曲。
OL155
ジョバンニ・ガブリエリ　２つの８声のカンツォン
２×ＳＡＴＢ
1,000

以前ＯＬ１０２，１２５として別になっていたものを合冊。Septimi Toniは極めて活き活きとしてリズミカル。Primi Toniは平易だがソプラノが活躍。
OL165
ジョバンニ・ガブリエリ　２つの１０声のカンツォン
Ｓ－Ｂ
1,160

一つ一つの音はごく単純だが、合わせた時の堂々たる響きは驚くほど。大編成にし、低音部にグレート・ベース、コントラ・ベースを加えるとなお良い。
OL196
ガブリエリ
ブラミエリ参照
OL186
ギボンズ
手を叩け
８声  Ｓ（Ａ）－Ｂ
600

１６２２年の壮麗なアンセムを編曲したもの。リコーダーで素晴らしく響く。トップにはソプラノとアルトを併用すると効果的。
OL150
パーソンズ
２つのイン・ノミネ
ＳＳＡＴＴＢＢ
600




ＳＡＡＢＢＢＢ
７声でバスが４本必要な曲など常識外。だが演奏するとその艶やかな音色に抗することはできないとわかる。
OL224
ヴィットリア
Laudate pueri Dominium
SATB+ATTB
840

２組の合唱隊からなるモテットで、リコーダーの編成を大きくして、彼の音楽の豊かさを味わうことができる。
OL232
ヴィットリア
アベ・マリア
SATB+SATB/GB
1,320


Dixit Dominus
SA(A/T)(T/B)+SATB

初めのアベ・マリアは内省的で深く感動的な曲、次の曲はもっと外向的な性格。
	リコーダー・オーケストラ


新　OL239
トゥチン
マンチェスター・ウェルカム
１１声　Ｓｏ－ＣＢ
1,280

２００３年ＳＲＰの全国大会で、参加者全員による演奏のために、ＳＲＰマンチェスター支部の委嘱で作曲されたもの。当初オリエルのカタログに入れる予定はなかったが、多くの人に知ってもらう価値があるので採録したもの。リコーダー・オーケストラのメンバーでなくとも、１１人を集めることができれば、この曲が満足すべきものであることがわかる。
セット購入での割引価格については、注文表をご覧ください。
オリエル・コレクション
ガンバと声楽のための音楽
楽譜はＡ４のパート譜とＢ４の総譜からなっています（但しＯＣ５０３、５１０－５１４、５１９はＡ４総譜のみ）。
No
作曲者・曲名

価格
円
----------------------------------------------------------------------------------------

OC501
フランチェスコ・ダ・ミラノ
パート譜＋総譜
1,120


３声　ファンタジア10曲
フランチェスコ・ダ・ミラノは１６世紀のリュートの作曲家かつ奏者で大変尊敬されていた。ここに収めた曲はタブラチュアーからとったもので、彼の直線的でいて、リズム感のある特質を良く示している。２番目のパートにはト音譜の外にアルト譜も付す。
OC502
ヤコブ・クレメンツ・ノン・パパ
パート譜＋総譜
1,200


６声　O Magnum Mysterium 

16世紀フレミッシュで活躍した多作の作曲家の、生き生きしたクリスマス・モテット。第３声、４声、５声にはト音譜とアルト譜、又はアルト譜とヘ音譜の両方を用意。
OC504
フィリップ・ヴェルデロット
パート譜＋総譜
980


4声　Gabriel Archangelus apparuit とBeata es, virgo Maria

イタリア・マドリガルの創始者の一人の手になるマドリガルを２つ。第2声、3声にはト音譜とアルト譜、又はアルト譜とヘ音譜の両方を用意。
OC505
オルランド・ギボンズ
パート譜＋総譜
940


６声　窓からお逃げ
ヴィオール曲の中でこれほどわくわくするものはそうない。現代譜のほかにオックスフォードのクライスト・チャーチ図書館蔵のジョン・リリー手稿譜のファクシミリもつけてあり、演奏者の好みで選択できる。
OC506
フィリップ・ヴェルデロット
パート譜＋総譜
1,060


５声　Italian MiaとSi bona suscepimus de manu Domini

マドリガルとモテット各一曲ずつ。いずれも豊かな歌詞が付いており、合唱曲としてだけでなく、ヴィオール曲としても優れている。特にルネッサンス・モデルのガンバの演奏を推奨。第2声、3声にはト音譜とアルト譜、又はアルト譜とヘ音譜の両方を用意。
OC507
チヤールズ・コールマン
パート譜＋総譜
2,220


６声　３つのファンタジア
１７世紀前半の、滋味あふれる優れたモテット。オックスフォード、クライスト・チャーチ図書館蔵の手稿譜のファクシミリも添付。
OC508
オルランド・ギボンズ
パート譜＋総譜
620


５声　イン・ノミネ第２番
クライスト・チャーチ図書館蔵の手稿譜のファクシミリ付き。現在流布している版とは各所に異同があることがわかるであろう。
OC509
ウィリアム・ホワイト
パート譜＋総譜
1,220


５声　３つのファンタジア
ジャコビアンの時代の洗練された３つのファンタジア。手稿譜のファクシミリ付き。
OC510
ウィリアム・トムソン
総譜×２セット
980


カレドニアのオルフェウス　スコットランド歌曲選第２集（1733）

声楽＋低音楽器　第1セット
スコットランド歌曲選の第１集（1725）は、スコットランド歌曲の歌詞と曲を一緒に収めた最初の出版物であるが、ＯＣ５１０－５１４ではその第２集の全てを収録。どの曲もスコットランドの香り豊かで、美しく忘れがたい曲が数多く含まれている。低音部は簡素だが精細につけられている。全５０曲の全てについて歌詞と楽譜を収める。上声を縦笛又は横笛用に移調した楽譜を付したものもある。
OC511
ウィリアム・トムソン
総譜×２セット
980


カレドニアのオルフェウス　第２セット
OC512
ウィリアム・トムソン
総譜×２セット
980


カレドニアのオルフェウス　第３セット
OC513
ウィリアム・トムソン
総譜×２セット
980


カレドニアのオルフェウス　第４セット
OC514
ウィリアム・トムソン
総譜×２セット
820


カレドニアのオルフェウス　第５セット
OC515
５声　８つのイン・ノミネ
パート譜＋総譜
1,860

クライスト・チャーチ図書館蔵の手稿譜から、ロバート・パーソンズ、ウィリアム・バード、ニコラス・ストロジャーズ（３曲）、ジョン・ブル、ロバート・ホワイト、クリストファー・タイの曲を収録。第４声にはアルト譜とヘ音譜の両方を用意。
OC516
ジョン・ウィルビー

パート譜＋総譜
720


３声　４つのマドリガル
ジョン・ウィルビーは、英国とヨーロッパ大陸の数多いマドリガル作曲家の中でも特に優れた作曲者である。収録した４曲は１６０９年のヴィオールと声楽のマドリガル第２集から採られたものである。声楽ならＳＳＴ、ヴィオールならTr Tr Tnである。
OC517
アントワーヌ・ド・フェヴィン、ロレンツ・レムリン
パート譜＋総譜
580


３声　4つのトリオ
１５４１年に出版されたフェヴィンとレムリンの器楽曲。ルネッサンス・タイプのヴィオールに好適。楽器編成は曲により違うので、応用が利く。
OC518
ウィリアム・バード

パート譜＋総譜
1,300


６声　Laudate pueri Dominum と Gloria Patri qui creavit nos

１５７５年の曲集から採ったこのモテット。最初の曲は、６声のファンタジーに基づいている。歌っても、ヴィオールで演奏しても、両方を重ねても良い。第２声、３声、４声には、ト音譜とアルト譜、又はアルト譜とヘ音譜の両方を用意。
OC519
ウィリアム・バード

総譜×６セット
3,380


６声　Laudate pueri Dominum と Gloria Patri qui creavit nos

ＯＣ５１８の声楽版で、Ａ４の総譜のセットになっている。５１８と５１９を用意すると、声楽とヴィオールを重ねた演奏が楽しめる。
OC520
ジョン・コプラリオ
パート譜＋総譜
1,440


３声＋リュート　葬送の涙（１６０６）
デヴォンシャー伯を悼む７曲を含む感動的な曲集。ソプラノとアルトの声にバス・ヴィオールとリュートを加えた編成。リュート・パートは総譜に２段譜で掲げてあるほか、別にタブラチュアー譜も付す。声の部分はルネッサンスの慣習であったようにヴィオールに置き換えて、器楽曲としても良い結果が得られる。
セット購入での割引価格については、注文表をご覧ください。
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